
水野順子編『韓国の対日貿易赤字問題』調査研究報告書 アジア経済研究所 2010 年 

 

第２章 
韓国の技術選択戦略が誘発する対日貿易赤字 

 
 
はじめに 
 
本章では、第１節で韓国が対日貿易赤字１と中小企業問題をどのように結び付けて分

析しているのかについて、代表的な文献からその内容を明らかにする。第２節では、貿

易統計を用いて韓国の主要な対日輸入品目を析出し、それは中小企業の製品ではないこ

とを示す。また、ある時突然日本からの輸入が増える品目があり、それが韓国の主力輸

出品と関係があることを指摘する。そのことから対日貿易赤字と中小企業の製品とは無

関係であること、そして韓国企業の技術選択が、戦略的に日本の先端製品に的を絞って

いることが示唆される。そこで第３節では、製品技術を導入すれば導入相手国から輸入

が増える、という必然性について自動車エンジンの例から説明する。つまり、韓国企業

の戦略的な技術選択が、対日輸入を誘発している。そのことは、グローバリゼーション

に適合的であるので、韓国の輸出産業の国際競争力を強化しているとみられる。 
 

 
第１節 韓国人が分析した対日貿易赤字を検討する 

 
１．1980 年代の対日貿易赤字論争 

 
対日貿易赤字を問題として取り上げるのは、もっぱら韓国である。しかしながら、韓

国が対日貿易赤字について分析した論文は、実は多くない。これまで韓国が対日貿易赤

字について取り上げる時は、第１章でも述べているようにマスコミがセンセーショナル

に取り上げて報道するか、日韓両国政府間の交渉の場で交渉の材料として取り上げられ

ることが多く、問題を経済学的に分析して論じた文献は少ない。最近では 2008年に、
李明博大統領の訪日に先立ち、対日交渉の材料として取り上げられた。 
そのような状況下で、近年韓国銀行から対日貿易赤字の問題に関して分析した論文が

発表されたことは、この問題を科学的に分析できる社会環境が整いつつあるという点で

大きな進歩であると評価できる。そこでこれを検討し、対日貿易赤字の本質を韓国がど

のように見ているかを検討する。 
 
２．キム・ジンヨン、ノ・ウォンジョン著『対日貿易赤字固定化の原因と今後の政策課

題』を検討する 
 
 最初にキム＆ノ報告書の検討にあたりその構成を述べると、Ⅰ検討の背景、Ⅱ対日貿

易推移と特徴、Ⅲ対日貿易逆調固定化の原因、Ⅳ日本の部品・素材産業の競争力と源泉、

Ⅴ総合評価および今後の課題、となっている。同報告書も韓国独自の分類であるMTI
（Ministry of Trade and Industry）分類を用いて分析しているので、「部品・素材」と
いう用語が頻繁に出てくる。第１章でも指摘しているように韓国の「部品・素材」は、

MTIという知識経済部（旧商工部、前産業資源部）による独自の分類による概念であ
り、そこに含まれる品目は公開されていない。このMTI分類は、産業分類として登場
したり、貿易分類としても登場したりするが、情報がないのでこの中にどのような品目

が「部品・素材」として入っているのか明らかではない。したがって、「部品・素材」

の区分の中に深く入り込み、問題の品目を析出し検証することができない。同報告書は



 

- 14 - 
 

その点に疑問を持つことなく、したがって「部品・素材」の定義についても触れること

なく議論を展開している。そのため、議論に飛躍があり、「部品・素材」を日本から輸

入するのは韓国の中小企業の基盤が脆弱であるからであるとしている。以下要点を紹介

しながら検討する。 
Ⅰ検討の背景では、「韓国の対日貿易赤字は、1965 年の日韓国交正常化から始まり、

2000年以降は 2007年までに 114億ドル２から 299億ドルに急速に拡大している（１ペ
ージ）」と述べている。 
Ⅱ対日貿易推移と特徴では、日本からの輸入総額に占める「部品・素材」の割合が

1995年 44.8％に比べて 2007年 57.2％と高まっている（13ページ）としている。しか
し、別の所では、主要国からの輸入に占める日本の「部品・素材」の輸入割合は、2003
年の 28.4％から 2007年には 24.4％に減少してきていると述べている（24ページ）。 
そして、Ⅲ対日貿易逆調固定化の原因では、「部品・素材」産業の構造的脆弱性によ

り対日輸入依存的輸出構造であることが、対日貿易赤字の直接的な原因である（23ペ
ージ）としている。その根拠として、韓国の輸出と対日貿易赤字は高い相関関係がある

（24ページ）ことを指摘している。筆者は、これは問題の立て方が逆であると考えて
いる。なぜなら、日本と同じ完成品を輸出するので、日本からそれを製造するための一

連の製品を輸入しなければならないと考えるからである。したがって同報告書が述べる

ような「部品・素材」産業が脆弱なので日本から輸入するというのは、ベクトルが逆で

あり、問題を正しく捉えていないと指摘できる。 
さらに同報告書は、大韓商工会議所が実施した「韓国輸出企業の部品・素材の海外依

存度調査」を用いて、韓国の主力輸出企業の 46％が海外にコア部品を依存している、
としている。その主力輸出品目と海外への部品の依存度は、半導体 44.0％、携帯電話
39.8％、ディスプレイ 34.7％、船舶 32.2％、自動車 23.0％としている（27 ページ）。
続けて、このようにコア部品を海外に依存するのは、国産化が不振であるからとして、

国産化が不振である理由は、開発するより輸入する方が経済的であると回答する企業が

30.3％あるからと指摘している。そして５大輸出製品の製造企業が、今後とも海外依存
度が改善するかどうかは不透明であると回答している、と述べている。また国産化が不

振な理由として、コア部品の技術のオリジン（特許を指すと思われる）が海外にあるか

らであるとしている。そして報告書は、部品・素材産業を育成するためには、中小企業

を育成しなければならないとしている。同報告書は、Ⅴ総合評価および今後の政策課題

において、対日貿易赤字の原因は、対日輸入依存的な韓国の輸出が原因である。したが

って、韓国は、中堅・中小企業の技能・技術強化が必要である、と提言している。 
本章では、日本の売れ筋製品を戦略的に選択して日本から製造設備を含む一連の製品

を輸入して、大量生産し輸出するという韓国の主要輸出企業の戦略的な製品技術選択が、

対日赤字をもたらしているという仮説を提示する。しかも、日本に依存している製品は、

キム＆ノ報告書がいうように韓国の技術が不足していたり、企業基盤が脆弱だから依存

したりしているのではなく、十分な利益が出せるかどうかという経営判断のもとに輸入

しているのであり、政府の支援や需要規模の大きさにより国産化したほうがより十分な

利益が出せると判断すれば、設備投資を行い国産化しているとみている。したがって、

本稿では韓国が日本から輸入している品目のなかで、対日赤字の原因になっている品目

を貿易統計から特定して、その品目あるいは産業を具体的に検討し、赤字の問題を解明

していく。 
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第２節 主な対日輸入品目の特徴 
 
１． HS分類でみる韓国の対日輸入の上位品目 

 
 最初にWorld Trade Atlas３を用いて図１に HS2桁大分類でみた 2008年の対日輸出
入額と貿易収支額を示した。図１は左側に韓国の対日黒字の大きい品目を、右側に対日

赤字の大きい品目を並べている。対日赤字や黒字がきわめて少額な品目および、ほぼバ

ランスしている品目は図１から除外している。 
図１によると対日黒字が最大の品目は、「27鉱物性燃料及び鉱物油並びにこれらの蒸

留物、歴青物質並びに鉱物性ろう」である。次に対日黒字の大きい品目は、「03魚並び
に甲殻類、軟体動物及びその他の水棲無脊椎動物」、「76 アルミニウム及びその製品」
と続いているが、対日黒字の額は大きいとはいえない。これに対して「28 無機化学品
及び貴金属、希土類金属、放射性元素又は同位元素の無機又は有機の化合物」から「84
原子炉、ボイラー及び機械類並びにこれらの部分品」（以下、84機械類、と記す）まで
は、対日赤字の品目である。図１で「85：電気機器及びその部分品並びに録音機、音声
再生機並びにテレビジョンの映像及び音声の記録用又は再生用の機器並びにこれらの

部分品及び附属品」（以下、85電気機器及び部品、と記す）に分類される貿易は、輸入
も多いが輸出もあり、韓国の一方的な輸入ではない。しかし、72 鉄鋼と 84 機械類は、
韓国の輸出が少なく一方的に韓国が日本から輸入している入超の品目である。 
以下では、図１で貿易収支が比較的大きな赤字となっている、85電気機器及び部品、

72鉄鋼ならびに 84機械類について特に取り上げ、具体的にどのような品目が問題であ
るのか特定することにしよう。 
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図１ 2008年韓国の対日貿易収支

輸出

輸入

収支

（100万USドル）

 
27：鉱物性燃料及び鉱物油並びにこれらの蒸留物、歴青物質並びに鉱物性ろう 
03：魚並びに甲殻類、軟体動物及びその他の水棲無脊椎動物 
76：アルミニウム及びその製品 
28：無機化学品及び貴金属、希土類金属、放射性元素又は同位元素の無機又は有機の化
合物 
37：写真用又は映画用の材料 
32：なめしエキス、染色エキス、タンニン及びその誘導体、染料、顔料その他の着色料、
ペイント、ワニス、パテその他のマスチック並びにインキ 
74：銅及びその製品 
89：船舶及び浮き構造物 
70：ガラス及びその製品 
87：鉄道用及び軌道用以外の車両並びにその部分品及び附属品 
90：光学機器、写真用機器、映画用機器、測定機器、検査機器、精密機器及び医療用機
器並びにこれらの部分品及び附属品 
29：有機化学品 
39：プラスチック及びその製品 
38：各種の化学工業生産品 
85：電気機器及びその部分品並びに録音機、音声再生機並びにテレビジョンの映像及び
音声の記録用又は再生用の機器並びにこれらの部分品及び附属品（以下電気機器及び部

品と記す） 
72：鉄鋼 
84：原子炉、ボイラー及び機械類並びにこれらの部分品（以下機械類と記す） 
（出所）World Trade Atlas 
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（100万USドル） 図２ 韓国の日本からの上位「（85）電気機器および部品」の輸入全品目

8542 Integrated Circuits
8541 Semicon Dv;L‐Emt Diod
8536 El Ap F Swch=<1000V
8517 Ln Teleph,Etc El Appr
8534 Printed Circuits
8539 El Fil/Dischrg Lamp
8525 Trns Ap F R‐Tel;Tv Cm
8538 El App Pts (8535‐7)
8523 Unrecord Media,N Film
8537 Brd,Pn W El Sw+N/C Ap
8504 Adp Power Supplies;Pt
8532 Electric Capacitors
8529 Tv/Rad/Radr App Pts
8507 Storage Batteries
8501 Elec Motor+Generators
8543 Oth Elec Mach,Etc;Pts
8545 Carbon Electrodes,Etc
8528 Television Receiver
8515 Weld,Brazen,Laser,Etc
8533 El Resistr,Not Heatng
8548 Bat Wste,Scrap;O El P
8526 Radr/Rad Nav Aid Ap
8502 El Generat Set,Rot Cv
8514 Industrl Elec Furnace
8503 El Motor/Generatr Pts
8522 Parts,Acces 8519‐8521
8511 Ign,Etc Eq;Generatr
8544 Insul Cabl,Wire,Etc
8531 Sound/Vis Signl App
8535 El Ap F Swtch>1000V
8516 Heatng Appliance,Home
8512 Lights;Windshield Eqp
8505 Magnets,Parts
8521 Video  Apparatus
8518 Sound‐Generating Eqpt
8547 Other Insulating
8506 Primary Cell,Battery
8519 Tntabl,Rec+Cass Playr
8540 Thrm,Cld/Ph Cat Tub
8527 Radiobroadcst Recvers
8510 El Shavr,Hr Clip+Remv
8546 El Insulatr All Matrl
8530 El Signl/Trf Contr Eq
8509 Elecmech Domestc Appl
8508 Elecmech Hand Tools
8513 Portable Elec Lamps
8520 Sound Recorders
8524 Recorded Sound Media

 

（出所）ＷＴＡ 
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２．対日輸入トップは集積回路 
 
そこで、「85電気機器および部品」という大分類に属する品目で、日本から輸入して
いるすべての品目を HS4桁中分類で図 2に示した。図 2によれば、「85電気機器およ
び部品」の中で韓国が日本から主に輸入している製品というのは、「8542集積回路」の
ことであるということがわかる。「8542集積回路」の 2008年の韓国の輸入総額は 250
億ドルであり、集積回路は日本からだけ輸入されている製品ではない。集積回路の 2008
年の主な輸入先は、１位シンガポール 50億ドル、２位台湾 45億ドル、３位中国 45億
ドル、４位アメリカ 37 億ドル、５位日本 31 億ドルの順番で、日本からの輸入は、金
額としてはそれほど大きなものではない。その点で、集積回路は、日本にのみ偏重して

いるのではない。日本が輸出している集積回路は、韓国に集中豪雨的に輸出されている

品目ではないし、反対に韓国も日本に輸出している品目である。韓国が日本から輸入し

ている集積回路は、PC（MPU、チップセットなど）、携帯電話（システム LSI など）、

TV（映像プロセッサなど）、白物家電（マイコンなど）等に用いられる様々な半導体・

LSI である。これらは、韓国が製造している、大成功した DRAM とフラッシュメモリと

用途が異なるので輸入されているものである。 

半導体は部品ではあるが、中小企業の製品ではないので、韓国が主張する「対日輸入

が多い」のは韓国の中小企業が脆弱であるから、という主張はここで崩れることになる。 
 
3. 対日輸入の第２位は鉄鋼 
 
半導体の次に輸入額の多い品目は、鉄鋼である。鉄鋼は素材であるが中小企業の製品

ではない。韓国が 2008年に世界中から輸入した 72鉄鋼は総額 357億ドル、相手国は、
１位中国 142億ドル、２位日本 107億ドルで、両国で鉄鋼の輸入総額の約 70％を占め
る。しかし、2007年までは日本が１位であった。 
図 3は、日本から輸入される 72鉄鋼のすべてについて示していある。ここにみるよ
うに 1996 年以降「7208 鉄または非合金鋼のフラットロール製品（熱間圧延したもの
で幅が 600ミリメートル以上のものに限る）」に分類される製品が、対日輸入の中心的
な品目である。この分類に含まれる「厚さが 10 ミリメートルを超えるもの」は、2008 年
に中国からの輸入額 49億ドルが、日本からの輸入額 18億ドルを約 2.7倍上回った。し
かし、「厚さが 3ミリメートル未満のもの」については、依然として日本からの輸入額 12
億ドルが圧倒的に多い。厚さ 3ミリメートル未満の品目の日本以外の輸入国としては中
国 7億ドルおよび台湾 1億ドルをあげられるが、日本への依存は高い。 
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日本の輸出構造からみると、日本は韓国へ輸出する以上の金額を他の様々な国に輸出

している。もちろんそのほかに内需もあるので、生産規模は極めて大きい。韓国が日本

から輸入している分を輸入代替して国産化するとするなら、輸入代替だけの需要規模で

は量産効果が働かないので経済的ではないからと予想される。これらの品目は、もちろ

ん中小企業の製造製品ではないので、韓国の中小企業の基盤が脆弱であるために輸入さ

れているわけではない。したがって、中小企業を支援しても、あるいは、日本の中小企

業を誘致しても目に見える赤字の解消には寄与しないことは明らかである。 
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（100万USドル） 図３ 「７２鉄鋼」の輸入全品目

7208 Fl Rl,Hot=>600Mm,N Cl

7204 Ferrous Waste,Scrap;O

7207 Semifinsh  Iron,Nonast

7216 Angl,Shpe,Sectn,I/Nas

7219 Fl‐Rl,Stnlss=>600Mm W

7214 Bar,Rod,H  Rolld,I/Nas

7210 F Rolld=>600,Clad,Etc

7202 Ferroalloys

7213 Bar,Rod,Ht Roll,I/Nas

7226 O Fr Prod Al St<600Mm

7224 O Aloy,Ing,Prim,S‐Fin

7228 O Bar,Rod,Et,O Al Stl

7225 O Fr Prd Al St=>600Mm

7221 Bar+Rod,Hr,Stnls,Coil

7227 O Al St Br+Rd,Hr,Coil

7209 F Roll,Cold=>600,N Cl

7222 O,Stnless Bar,Rod,Etc

7220 Fl‐Rl,Stnlss  St<600Mm

7229 Wire Of O Alloy Steel

7205 Granules+Powder

7215 O Bar,Rod,H Rll,I/Nas

7212 F Rolled<600,Clad,Etc

7211 F Roll<600,N Clad,Etc

7201 Pig Iron,Spiegeleisen

7223 Stainless Steel Wire

7217 Wire,Iron/N‐Alloy Stl

7206 Primary Forms,Nt  7203

7203 Spongy Ferrous=>99.4%

7218 Ingot;Semifn,Stainlss

  (出所)WTA 
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（100万USドル） 図４ 「HS84原子炉、ボイラー及び機械類並びにこれらの部分品」の輸入全品目
8486 Unknown Classification
8479 O W Indiv Functions
8443 Ot Printing Machinery
8413 Liquid Pumps,Elev
8481 Pipe Taps,Cock,Vlve
8414 Air Rel Pumps/Comp
8409 Parts Engns 8407,8408
8482 Ball/Roller Bearings
8483 Transmission Prodct
8408 Compression‐Ignition
8421 Centrifuge; Filters
8419 Temp Changing
8428 Other Lifting Machine
8477 O Work Rubbr+Plst,Etc
8471 Computers+Components
8455 Metal‐Rolling Mills
8457 Mach Centr,Unit Const
8466 Pts,Etc For 8456‐8465
8426 Derrick,Cranes,Mobile
8456 Tool Mat Remv By Lasr
8415 Air Conditioning
8458 Lathes F Remove Metal
8462 Forgng,Bendng,Stampng
8412 Other Engine,Motors
8429 Self‐Prop Dozers,Plow
8487 Machinery Parts, W/O Elec Conn
8433 Harvest; Cleaning
8460 Tool F Hone/Finsh Met
8402 Othr Steam Generating
8473 Office Machine Parts
8467 Hand Tool,Pneum,Etc
8430 Other Moving Machin
8431 Parts 8425 To 8430
8432 Soil‐Relat Agricult
8407 Piston Engins,Int Com
8406 Steam Turbine + Parts
8459 Mach Tool F Drill,Etc
8472 Other Office Machines
8424 Disperse Liq,Sand,Etc
8417 Furnace,Nt Electric
8422 Cleaning Machines
8480 Mold Box F Met Foundr
8427 Trucks With Lifts
8438 Other Food/Drink
8464 Mac Tool Wk Stone,Gls
8405 Gas Generator,Parts
8461 Tool F Shape,Slot,Etc
8454 Convrt,Ladle,Ingt Mld
8465 Tool Wrk Wood,Bone,Et
8484 Gasket,Similar Joints
8475 Assembl El Tubes,Et
8416 Furnace Burner,Stoker
8445 Preparing Fiber,Yarn
8439 Pulp+Paper Making,Pts
8448 Aux W/Textile Machine
8418 Other Compressors,Etc
8440 Bookbinding Machinery
8470 Calculating,Registers
8447 Knit,Stitch‐Bond,Lace
8441 Forming Pulp+Paper
8463 O Mach Tool F Wrk Met
8468 Solder,Weld,Etc Mach

（出所）ＷＴＡ 
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４．上位に登場する「機械類（その他のもの）」 

 
図 4は、日本から輸入している「84機械類」に分類される品目全部を HS４桁中分類
で図示したものである。2007年に急に伸びているのは HS 8486である。この HS8486
コード番号は、半導体ウエハー、半導体デバイス、集積回路、並びにフラットパネルを

製造する設備その付属品を含み、2007 年の輸入上位 10 品目の第３位に登場した
「848620 半導体デバイス又は集積回路製造用の機器」や 2008 年３位に登場した
「848630フラットパネルディスプイ製造用の機器」も、ここに含まれている。 
「848620 半導体デバイスまたは集積回路製造用の機器」の近年の輸入相手国は、１
位アメリカ 13億 3千万ドル、２位オランダ 13億ドルで、日本 7億ドルは３位である。
半導体製造装置の中で最も重要で値の張る露光装置市場では、かつてニコン、キヤノン

が独占していたが、近年はオランダの ASML の躍進がめざましく伸びている。したがっ

て、韓国でもオランダからの輸入が増加している。台湾でも同様の動きが見られる。 
また 2008 年に「848630 フラットパネル製造用の機器」が上位輸入品目の第３位に

登場し、韓国の主力輸出品の製造装置が日本から調達されていることを示している。ち

なみに「848630 フラットパネル製造用の機器」の調達先は日本に偏重している。これ
が、対日貿易赤字を拡大する品目の典型であるとみられる。なぜなら、韓国企業が戦略

的に製品技術を選択した結果、日本が輸出している製品と同じ製品を輸出するので、初

期の段階ではすでに日本で製造されている製造装置を調達して、生産するからである。

フラットパネルの生産量が拡大するにしたがい日本からの設備の輸入も増加するが、あ

る程度の需要規模が確保できれば、国産化のために設備投資をしても資金を回収できる

ので、投資して国産化をする。日本と同じものを輸出する技術選択が、製造設備の輸入

を誘発する。これが対日赤字の韓国の特徴であり大きな原因であると考えられる。 
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（100万USドル） 図5 HS「7004 引上げ法または吹上げ法により製造した板ガラス・7005 フロート板ガラスおよび磨き板ガラス」の輸入金額

7004 Drawn+Blown,In  Sheets 7005 Float,Polished,Sheets

 
（出所）W T A 

 
５．フラットパネルディスプレイ製造装置ならびに部品の輸入、そして国産化 

 
2008年に輸入上位第３位に登場した「848630フラットパネルディスプレイ製造用の
機器」は、最近の韓国の主力輸出製品である液晶ディスプレイ製造のための設備である

とみられる。日本の統計からみた対韓輸出統計では、この品目は、2008 年には 2007
年の２倍の金額を輸出している。また 2008 年対日輸入上位第９位「700490 引き上げ
法又は吹き上げ法により製造した板ガラス」、2006 年第９位および 2005 年第８位の
「900120 偏光材料製のシート及び板」は、やはり液晶ディスプレイ関係の「部品・素
材」にあたる製品であるが、これらも第３章で述べるように中小企業の部品ではない。

しがたって、中小企業の基盤が弱いから、日本から輸入しているわけではない。輸入の

上位 10品目には登場してこなかったものの、液晶パネルの製造部品で日本から輸入し
ていた「7005フロート板ガラス及び磨き板ガラス」の輸入は、図 5にみるように 2003
年から急増しはじめ、2008 年に急落している。日本と同じ製品を生産するために初め
は日本から輸入したので急に伸びたが、まとまった需要量になり、投資をしても投資資

金を回収して利益がでる規模になったので、需要先の要請もあり旭硝子が進出して国産

化した。その結果、図５にみるように 2008年からの輸入が減少した。旭硝子は、中小
企業ではない。他方、「7004引上げ法又は吹上げ法により製造した板ガラス」は、輸入
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が増え続けているが、これは、日本電気硝子（ＮＥG）から輸入されているとみられる。
ちなみにこれも中小企業の製品ではない。「液晶ディスプレイ」製造関連製品のように

日本に輸入先が偏っている品目が、対日貿易赤字の問題となる品目であろう。 
液晶パネルは近年国産化率が高くなり、付加価値の大きい部分は現地企業および日系

進出企業によって国産化された。これは、①政府の補助金を伴う国産化圧力、②外資企

業への投資誘致インセンティブを伴う国産化誘導と、その後まとまった規模の需要量に

なり、投資をしても投資資金を回収して利益がでる規模になったので国産化されたため

とみられる。このように、政府の圧力やある程度の需要規模があり、巨額な投資をして

も短時間に投資資金を回収でき、しかも高い利益を見込める品目に対しては、企業は積

極的に投資している。逆にみれば日本から輸入しているものは、量産効果が見込めない、

規模の利益が見込めない、投資の回収に時間がかかるものを輸入している可能性がある。

つまり日本から輸入するのは、キム＆ノ報告書や日本がこれまで勝手に思い込んでいた

「技術的な立ち遅れ」があるので輸入しているわけではないとみられる。 
 
６．自動車部品のエンジンの技術導入と国産化 
 
韓国の主要輸出品である自動車に関連した日本からの輸入品は、鉄鋼のフラットロー

ル製品を除いて最近大きな問題にはなっていないように見える。輸入上位１０品目に登

場しないのは、輸入していた大企業がエンジンの技術開発を行ったことや、内外資本の

企業により国産化されたりしたからだとみられる。ときどき輸入されているギヤボック

スなどは、需要の数量が少ないために、設備投資しても投資資金を回収できないので輸

入しているという（自動車部品研究院のヒアリングによる）。高い収益を期待できない

ものには投資しないという点で、上述してきた他の輸入品と同じである。 
韓国内で国産部品として生産している品目のなかに、日本から輸入された中小企業の

製品がわずかに一部使われて組立てられている可能性は排除できないが、金額的には大

きなものではない。輸入金額の小さなものを国産化しても大海の一滴で赤字解消に影響

するわけではない。 
韓国の対日貿易赤字は、日本製品の売れているものと同じ製品を輸出しようとして技

術導入をすれば必然的に生じるものである。技術導入した相手国から様々な製品を輸入

しなければ、その技術を製品化できないため技術導入は、輸入を誘発する。それの点を

以下に論じる。 
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表1　国別・産業別　技術導入件数　現況（’93,’94,’62～’94）
（単位：件,（％））

'93 '94 '62-'94 '93 '94 '62-'94 '93 '94 '62-'94 '93 '94 '62-'94
食品 1 1 119 4 6 108 - - 7 - 1 10
繊維 4 3 148 2 - 79 1 - 18 - - 11
化学 13 13 726 12 18 380 4 2 61 2 5 89
電気・電子 43 36 1,096 55 102 958 1 7 36 1 3 86
機械 57 51 1,437 20 25 419 5 8 123 10 23 186
金属 3 5 253 - 1 83 - - 27 1 1 26
その他 16 15 674 30 32 535 6 5 78 2 1 108

計 137 124 4,453 123 184 2,562 17 22 350 16 34 516
（％） 39.0 28.9 48.4 35.0 42.8 27.9 4.8 5.2 3.8 4.6 7.9 5.6

'93 '94 '62-'94 '93 '94 '62-'94 '93 '94 '62-'94 '93 '94 '62-'94 '93 '94 '62-'94
食品 - 1 11 - - 8 - - 6 - 3 13 5 12 282
繊維 3 - 109 - - 14 1 - 4 - - 44 11 3 427
化学 - 3 61 1 1 21 1 1 27 7 7 88 40 50 1,453
電気・電子 1 3 35 - 2 17 - 1 42 8 13 115 109 167 2,385
機械 2 3 53 1 1 34 1 - 12 9 4 150 105 115 2,414
金属 - - 9 - - 7 - - 2 2 2 36 6 9 443
その他 5 5 85 2 3 39 2 2 30 12 11 243 75 74 1,792

計 11 15 363 4 7 140 5 4 123 38 40 689 351 430 9,196
（％） 3.1 3.5 3.9 1.2 1.6 1.5 1.5 0.9 1.3 10.8 9.2 7.5 100 100 100

合計
区分

区分
日本 米国 英国 ドイツ

フランス スイス イタリア その他

(出所）韓国産業技術振興協会 附設技術経営研究院『'62～'95技術導入契約現況』1995
年 11月。 
 
 
第３節 製品技術導入が輸入を誘発する 

 
１．主な技術導入相手国 

 
韓国のこれまでの技術導入件数をみると、表１のようになっている。表１は残念なが

ら 1994年までの統計である。それ以降の統計では、国別技術導入金額の統計はあるも
のの、国別産業別の技術導入件数の統計は、公開されてない４。表１によれば、韓国が

この期間に導入した技術導入件数の 48.4％(4,453件)は日本からである。次に多いのは
アメリカ 27.9％(2,562件)、以下ドイツ 5.6％(516件)、フランス 3.9％(363件)という順
になっていて、日本からの技術導入件数が圧倒的に多い。日本から導入している技術は、

機械の技術が多く(1,437件)、これに対してアメリカからのは電気・電子が多い(958件)。
参考までに韓国が貿易収支で赤字になっている相手国は、資源国を除くと、2008 年で
はドイツ、スイス、フランスである。韓国はこれらの国から、日本と同様に機械の技術

導入をしている。つまり、機械の技術導入をしている相手先に貿易収支で赤字になって
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いるのは、機械の製品技術を導入すればそれに関連して物を輸入しなければ製品化でき

ないからである。これは日本に限ったことではない。 
 
２． 技術導入が輸入を誘発する 
 
機械の製品技術を導入すればどのように輸入を誘発するか、自動車部品のエンジンを

例にみてみる。自動車部品のエンジンは HSコードの変更にあまり影響受けていないの
で、輸入を継続して追跡するには都合がよい。 
図６は、韓国のエンジンの輸入をＵＮ Comtrade から作成したものである。図６で

は 1993 年から 1996年の期間のドイツからのエンジンの輸入が顕著である。これは、
双龍自動車とメルセデスベンツの 1991年の資本・技術提携によるものである。双龍自
動車は、1991年にメルセデスベンツとエンジン技術の提携契約を結び、1993年３月こ
の技術導入が認可された５。双龍自動車は、同年自主開発したワゴンタイプのムッソに

メルセデスベンツのエンジンを搭載し発売した。技術提携契約期間は 10年であった。
その結果図 6にみるように 1993年から 1994年にかけてドイツからのエンジンの輸入
額が突然として輸入統計に表れ急増した。図 6に典型的にみられるように、製品技術導
入提携を行えば、相手国から突然輸入が生じる。その後、内外資本により国産化が進め

ば、部品の輸入に輸入統計は変わる。この点について双龍自動車社長は、「エンジンは

1995年から双龍自動車が生産する。その時点で国産化率は 80％超になる」と述べてい
る６。その言葉通りにエンジンの輸入は 1995年から減りだし 1997年にはなくなったよ
うに見える。そのエンジン国産化も、エンジン部品の輸入をして組立てて行うので、輸

入の形態が別になって部品に現われる。その部品も大規模投資が必要なもので、中小企

業が製造できる部品ではない。 
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おわりに 
 
本章では、韓国の対日貿易赤字は、「韓国の中小企業などの『部品・素材』産業が脆

弱であるので対日輸入依存的輸出構造になっていて生じるのである」、という主張に疑

問を提示している。本章は、これは問題の立て方が逆であると主張している。日本と同

じ完成品を作って輸出するので、日本からそれを製造するための一連の既存の製品を輸

入しなければならないのであり、したがってキム＆ノ同報告書が述べるような韓国の中

小企業などの「部品・素材」産業が脆弱なので日本から輸入するというのは、ベクトル

が逆であり、問題を正しく捉えていない。キム＆ノ報告書の結論である、技術力強化と

中堅中小企業の育成は、韓国の産業発展に寄与するとしても、対日赤字とはかかわりが

ない。 
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（注） 
                                                 
１ これを韓国では「貿易逆調」と特に他国との貿易赤字と区別して呼んでいる。 
２ ドルは、USドル、以下同様。 
３ この元データは、 Korean Customs Service である。 
４ 『技術貿易統計調査報告書』教育科学技術部 2009年 12月 
５ 『62～95技術導入契約現況』韓国産業技術振興協会,1995年、908ページ。 
６ 『2000年の韓国自動車産業』176ページ。 
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